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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
本
様

式
の
墓
地
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、

ロ
シ
ア
の
言
語
、
宗
教
的
意
匠
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
歴
史
的

な
価
値
が
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ

ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
、
玉
泉
寺
住

職
に
よ
る
日
常
的
な
清
掃
や
管
理
、

地
域
の
方
へ
の
歴
史
的
価
値
の
周

知
活
動
な
ど
、
後
世
に
守
り
伝
え

て
い
く
た
め
の
日
頃
か
ら
の
活
動

が
、
今
回
の
指
定
に
結
び
つ
い
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

玉
泉
寺
の
村
上
文
樹
住
職
は
、

「
ロ
シ
ア
人
墓
地
が
、
ア
メ
リ
カ

人
墓
地
と
同
様
に
歴
史
上
重
要
な

国
交
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

国
の
お
墨
付
き
が
得
ら
れ
た
。
こ

の
地
を
守
っ
て
き
た
歴
代
の
住
職

に
も
良
い
報
告
が
で
き
そ
う
。
こ

れ
ま
で
ど
お
り
大
切
に
管
理
し
て

い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
追
加
指
定
に
よ
っ
て
、

ロ
シ
ア
人
墓
地
が
、
幕
末
開
港
期

の
歴
史
的
に
貴
重
な
財
産
と
し
て
、

一
層
多
く
の
人
た
ち
に
知
ら
れ
、

末
永
く
大
切
に
残
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

平成 30 年 11 月 24

日には、日ロ友好交

流事業としてロシア

人墓地慰霊祭が行わ

れ、ロシア大使館公

使ご夫妻が出席され

ました。
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玉泉寺

了仙寺

国土交通省

　

嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
）
10
月
、

ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督

が
乗
っ
た
デ
ィ
ア
ナ
号
が
下
田
に

来
航
し
、
日
露
北
方
国
境
の
画
定

と
開
港
を
要
求
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
の
条
約
締
結
交
渉
が
福

泉
寺
で
開
始
さ
れ
、
交
渉
の
開
始

直
後
に
安
政
の
大
地
震
に
よ
る
大

津
波
に
よ
っ
て
、
下
田
は
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
交
渉
は

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
続
け
ら

れ
、
第
２
回
、
第
３
回
は
玉
泉
寺

で
、
第
４
回
、
第
５
回
は
長
楽
寺

に
交
渉
場
所
を
移
し
て
、
安
政
元

年
12
月
21
日
（
１
８
５
５
年
２
月

７
日
）、
長
楽
寺
に
お
い
て
日
露

和
親
条
約
（
日
露
通
好
条
約
）
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
約
に
お
い
て
、
両
国
の

国
境
を
択
捉
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の

間
に
定
め
、
択
捉
、
国
後
、
色
丹
、

歯
舞
の
４
島
は
日
本
の
領
土
と
し
、

ウ
ル
ッ
プ
島
か
ら
の
北
の
千
島
列

島
は
ロ
シ
ア
領
と
す
る
こ
と
が
確

定
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史

的
な
意
義
か
ら
、「
北
方
領
土
の
日
」

は
２
月
７
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
露
和
親
条
約
締
結
の
地
で
あ

る
下
田
市
で
は
、
玉
泉
寺
ロ
シ
ア

人
墓
地
慰
霊
祭
を
行
う
な
ど
、
ロ

シ
ア
と
の
友
好
交
流
を
行
う
と
と

も
に
、「
北
方
領
土
の
日
」
に
北
方

領
土
返
還
要
求
運
動
の
一
つ
と
し

て
、
条
約
が
締
結
さ
れ
た
「
長

楽
寺
」
と
、
交
渉
が
行
わ
れ
ロ
シ

ア
人
墓
地
の
あ
る
「
玉
泉
寺
」
の

間
を
コ
ー
ス
と
す
る
史
跡
め
ぐ
り

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
昭
和
56
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

※

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ

　

ラ
ソ
ン
大
会
は
中
止
と
な
り
ま

　

し
た
。

名　称

木造阿弥陀如来坐像

木造大日如来坐像

八幡神社のイスノキ

玉泉寺

了仙寺

神子元島橙台

い    こ    な   ひめのみこと

伊古奈比咩命神社のアオギリ自生地
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く
な
し
り

は
ぼ
ま
い

し
こ
た
ん

え
と
ろ
ふ
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国
史
跡
と
は

ロ
シ
ア
人
墓
地
の
国
史
跡
追
加
指
定

ロ
シ
ア
人
墓
地
の
歴
史
的
価
値

玉泉寺のロシア人墓地が

国史跡に追加指定されます
問合せ先　生涯学習課社会教育係　☎㉓５０５５

　

史
跡
と
は
、
文
化
財
の
一
種
で

歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い

も
の
を
指
し
ま
す
。
文
化
財
に
は
、

「
有
形
文
化
財
」、「
無
形
文
化
財
」

等
の
区
分
が
あ
り
、
史
跡
は
名
勝

や
天
然
記
念
物
と
同
じ
分
類
の

「
記
念
物
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

史
跡
の
中
で
も
、
重
要
で
保
護

す
る
必
要
の
あ
る
も
の
が
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
設
置
す
る
文
化

審
議
会
は
、
柿
崎
玉
泉
寺
境
内
の

「
ロ
シ
ア
人
墓
地
」
を
国
史
跡
と
し

て
追
加
指
定
す
る
こ
と
を
文
部
科

学
大
臣
宛
て
に
答
申
し
ま
し
た
。

こ
の
追
加
指
定
は
、
官
報
に
よ
る

告
示
を
経
て
、
２
月
中
旬
ご
ろ
に

な
る
見
通
し
で
す
。

　

玉
泉
寺
は
、
嘉
永
７
年
（
１
８

５
４
）
の
日
米
和
親
条
約
に
よ
り

下
田
が
開
港
さ
れ
、
日
本
初
の
ア

メ
リ
カ
総
領
事
館
と
な
っ
た
本
堂

と
ア
メ
リ
カ
人
墓
地
の
双
方
が
、

歴
史
的
価
値
を
認
め
ら
れ
、
昭
和

26
年
に
国
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
に
締

結
さ
れ
た
日
露
和
親
条
約
（
日
露

通
好
条
約
）
の
条
約
附
録
に
お
い

十字架が刻まれた墓碑十字架が刻まれた墓碑十字架が刻まれた墓碑

て
、
玉
泉
寺
が
埋
葬
所
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
デ
ィ
ア
ナ
号
乗
組
員

３
名
、
ア
ス
コ
ル
ド
号
乗
組
員
１

名
が
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
墓
地
が
、
幕
末
外
交
上
重
要
で

あ
る
と
し
て
、
追
加
指
定
の
答
申

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
人
墓
地
は
、
本
堂
か
ら

南
に
約
１
０
０
ｍ
の
山
林
に
囲
ま

れ
た
中
腹
に
あ
り
、
海
を
背
に
し

た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

海
か
ら
の
風
や
直
射
日
光
な
ど
の

影
響
を
受
け
に
く
く
、
良
好
な
保

存
状
態
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
人
墓
地
は
、
ア
メ
リ
カ

人
墓
地
と
と
も
に
、
伊
豆
石
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る

武
士
階
級
の
様
式
に
よ
り
造
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

墓
碑
に
は
、
埋
葬
者
の
氏
名
や

没
年
な
ど
が
、
ロ
シ
ア
語
に
よ
り

刻
ま
れ
て
お
り
、
一
部
に
は
十
字

架
の
刻
印
も
見
ら
れ
ま
す
。
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